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農林水産政策研究所では，平成 19 年度よりプロジェクト研究「新たな農林水産

環境政策の社会経済的影響評価に関する研究」（平成 19 年度～平成 21 年度）を実

施し，農林水産環境政策が与えるさまざまな影響を多角的に分析してきた。  

その中の研究課題として，生物多様性へ配慮した農産物生産がもたらす影響分析

を課題として設定していた。本資料が刊行される２か月前の平成 22 年 10 月には，

名古屋で生物多様性条約第 10 回締約国会議（COP10）が開催され，生物多様性へ

の国民の関心が大いに高まった時期でもあった。本資料は COP10 を見据え， 2008

年から取り組んでいた農業分野における生物多様性保全の取組に関する研究課題の

うち，わが国の農業生産の現場において，生物多様性保全の取組がどのように行わ

れているか，どのような課題があるのかを明らかにし，農業分野における生物多様

性保全の取組を今後どのように促進していくべきかを明らかにすることを目的とし

て，さまざまな手法を用いて環境影響の評価や経済分析を行った研究成果をとりま

とめたものである。  

第１章では全国で行われている生物多様性保全に配慮した米生産事例を列挙し，

農林水産省が定めた生きものマーク農産物の取組について現状と課題をまとめた。

また，第２章以降では，兵庫県豊岡市におけるコウノトリ育むお米を具体的な事例

として取り上げた。第２章でコウノトリ育むお米の消費者を対象としたアンケート

調査から生物多様性保全の経済的価値を計測し，第３章では慣行栽培からコウノト

リ育むお米への転換による地域経済効果を計測した。第４章では環境面への影響と

して，ライフサイクル・アセスメント（LCA）を用いてコウノトリ育むお米の生産

に関わる温室効果ガス排出量を計測した。  

本資料が生物多様性に配慮した農業生産の普及促進のための基礎的な分析資料と

して活用されれば幸いである。  
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